
 
 

 

 

 

 

 

赤木名中学校 学校便り 令和 6年 10月号 

 ９月から 10月にかけて，生徒たちは自分の将来

に係る大切な学習をたくさん行いました。 

 まずは「ＪＡＣによる航空教室」が行われまし

た。飛行機の運航に携わる４つの職種の方々に，働

くことの意義や大変さなど，実体験を基にお話しし

ていただきました。 

 続いて「インターネットの使い方に関する教室」

が行われ，オンラインでＮＴＴドコモの方にＳＮＳ

利用について利便性と共に危険性について考える機

会をいただきました。 

 講師の方々本当にありがとうございました。

【スクールカウンセラー来校予定（11月）】 

11月５日（火）午後  11月 28日（金）午前 

※ ご希望の場合は学校にご連絡ください。 

ＨＰ，ブロ

グはこちら

から 

 25日(金)に文化祭が行われました。今年は『笑

顔満祭～最高の青春を仲間と共に～』のスローガン

のもと，これまでの学習の成果を披露しました。 

 サトウキビ栽培を行うようになった歴史とその苦

労を発表した 1年生。修学旅行で学んだ平和の大切

さについて発表した２年生。そして進路選択を前に

葛藤と将来の希望を発表した３年生。それぞれが学

年に応じた素晴らしい発表でした。 

 午後からは吹奏楽部がこれまでの集大成として，

楽しく心に響く演奏をしました。 

 ホールには生徒たちが制作した絵や習字，また行

事の時の写真なども展示しました。 

 生徒たちも準備から一生懸命がんばって取り組ん

でいました。また一つ大きな自信につながった文化

祭となりました。
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 生徒自身が創り上げる行事。今年はそれを随所で

赤中生徒が見せてくれている。その中心となってい

るのは生徒会である。 

 生徒会本部が中心となり，学校のきまりや行事等

を新入生に紹介した「新入生を迎える会」に始まり，

文化部が中心となった「合唱コンクール」，保健体

育部が中心となった「体育大会」，文化部が中心と

なった「文化祭」など，これらの行事は，事前の打

ち合わせを職員と行うものの，生徒たちがアイデア

を出し，見ていただく保護者や地域の方に喜んでも

らえるためにどのように運営をすれば良いかと工

夫を凝らしている。 

 10月 28日（月）には，赤木名海岸のクリーン作

戦を実施した。これは，奄美市中学生ひかり議会で，

副会長の平島杏珠さんが提言したゴミ問題につい

て，「私たちに何かできることはないか」と企画・

立案し，実践した。 

 生徒会役員も 11 月から新旧交代となる。今後，

新生徒会役員及び１・２年生が赤中生徒会を背負っ

て立つ。おそらく先輩方のこれまでの背中を追い，

それを追い抜こうと様々なアイデアを出してくれ

るはずだ。 

 今後も，この赤中生徒会という「居場所」を基に

して更に生徒同士が紡ぐ「絆」を大切にし，「魅力

ある赤木名中学校」を創り上げてくれると確信して

いる。 


